
 
高
岡
教
区 

２０１５ 
６月号 

☆
第
一
五
回
世
界
仏
教
婦
人
大
会
に
一
六
〇
〇
名
以
上
の
参
加 

 

 

去
る
五
月
三
十
日(

土)

・
三
十
一
日(

日)

、
カ
ナ
ダ 

ア
ル
バ
ー
タ
州
カ
ル
ガ
リ
ー
に
於
い
て
、
第
十
五
回
世

界
大
会
仏
教
婦
人
会
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
参
加
国
は

北
米(

二
百
五
十
三
名)

、
南
米(

百
五
名)

、
ハ
ワ
イ(

八

十
名)

、
カ
ナ
ダ(

百
九
十
名)

、
日
本(

千
二
十
八
名)

の
五
カ
国
。
高
岡
教
区
仏
婦
連
盟
で
は
五
月
二
十
七
日

〜
六
月
三
日
の
日
程
で
、
二
十
五
名
の
参
加
の
も
と
、

富
山
教
区
仏
婦
連
盟
十
九
名
と
合
同
で
大
会
に
参
加
し

た
。
こ
の
大
会
の
様
子
を
石
野
順
子
仏
婦
連
盟
委
員
長

に
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

会
場
、
カ
ル
ガ
リ
ー
テ
ラ
ス
コ
ン
ペ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
は
広
く
、
メ
イ
ン
会
場
の
座
席
配
置
も
ゆ
っ
た
り

感
じ
ら
れ
、
ス
テ
ー
ジ
両
サ
イ
ド
に
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
フ
ロ
ー
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
遠
く
で
も
動

き
や
表
情
は
十
分
に
把
握
で
き
る
す
ば
ら
し
い
会
場
で

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

大
会
一
日
目
は
、
広
島
雅
楽
会
演
奏
の
美
し
い
旋
律

が
響
く
中
、
ご
門
主
様
の
ご
入
場
、
来
賓
、
大
会
旗
、

そ
し
て
カ
ル
ガ
リ
ー
の
ポ
リ
ス
三
名
が
入
場
し
、
厳
粛

に
か
つ
華
や
か
に
開
会
式
セ
レ
モ
ニ
ー
が
進
行
し
、
全

員
が
起
っ
て
「
真
宗
宗
歌
」
を
歌
い
ま
し
た
。
三
題
目

の
歌
詞
が
真
実
味
を
帯
び
て
胸
に
せ
ま
っ
た
の
を
思
い

出
し
ま
す
。 

日
本
語
記
念
講
演
で
は
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

ー
の
や
な
せ
な
な
さ
ん
（
奈
良
教
区
・
教
恩
寺
住
職
）

が
「
い
の
ち
の 

ふ
る
さ
と
を
求
め
て
」
と
の
ご
演
題

で
、
両
親
の
こ
と
、

祖
母
の
こ
と
、
ご

自
身
の
こ
と
を
語
り
、
い
の
ち
の
つ
な
が
り
を
伝
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ト
ー
ク
の
途
中
に
何
曲
も
歌
を
挿

ん
で
く
だ
さ
っ
て
一
時
間
半
が
ア
ッ
と
言
う
間
に
過
ぎ

て
い
き
ま
し
た
。 

午
後
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ま
た
は
「
カ
ル
ガ
リ
ー

仏
教
会
」
へ
の
参
拝
ツ
ア
ー
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
私

は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ｃ
正
語
の
会
場
へ
参
加
し
、「
先

住
民
か
ら
み
た
『
一
如
』」
と
題
し
て
、
レ
ジ
・
ク
ロ
ー

シ
ユ
ー
博
士
が
先
住
民
の
価
値
観
、
習
慣
や
信
仰
な
ど

と
、
八
正
道
の
類
似
点
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
白
人
の
考

え
方
と
先

住
民
の
考

え
方
に
大

き
な
隔
た

り
が
あ
る

が
、
お
互
い

が
分
か
り

合
え
る
よ

う
に
な
れ

ば
い
い
と

穏
や
か
に

話
さ
れ
た

こ
と
が
印

象
に
残
っ

て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ａ
正
見
・
浄
土
真
宗
カ
ナ
ダ
の
歴

史
の
会
場
で
は
、
何
人
も
の
開
教
使
が
日
系
社
会

を
支
え
お
念
仏
の
種
を
植
え
ら
れ
た
こ
と
、
今
で

は
日
系
人
以
外
の
方
々
に
も
浄
土
真
宗
が
広
ま

り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

夕
食
懇
親
会
で
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
が
行
な

わ
れ
、
流
暢
な
英
会
話
、
あ
る
い
は
片
言
の
単
語

で
、
和
や
か
な
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
や
な
せ
な
な
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
評
議
員

さ
ん
の
歌
、
各
教
区
か
ら
の
出
し
物
が
あ
っ
て
拍

手
の
連
続
。
食
事
も
美
味
し
く
、
み
な
大
満
足
の

交
流
で
あ
り
ま
し
た
。 

二
日
目
の
ス
タ
ー
ト
は
、
カ
ル
ガ
リ
ー
歓
迎
ホ

ワ
イ
ト
・
ハ
ッ
ト
儀
式
。
続
い
て
世
界
仏
教
婦
人

会
連
盟
総
会
、
英
語
記
念
講
演
の
御
講
師
は
、
カ

ナ
ヤ
・
ウ
ス
キ
・
パ
ト
リ
シ
ア
開
教
使
が
話
さ
れ
、

日
本
か
ら
移
住
し
た
祖
父
の
苦
難
、
大
戦
の
勃
発

に
よ
り
全
て
の
も
の
を
没
収
さ
れ
た
が
「
ナ
ム
ア

ミ
ダ
ブ
ツ
」
は
し
っ
か
り
と
守
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
な
ど
、
内
容
豊
富
で
大
切
な
言
葉
を
沢
山
、

語
ら
れ
ま
し
た
。
午
後
に
は
体
験
発
表
の
後
、
閉

会
式
が
行
な
わ
れ
、
感
動
に
包
ま
れ
た
大
会
日
程

が
終
了
し
ま
し
た
。 

今
大
会
は
終
始
一
貫
し
て
、
大
会
テ
ー
マ
「
い

だ
か
れ
て 

と
も
に
つ
な
が
る 

わ
た
し
の
い

の
ち
」
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
姿
が
印
象
強
く
、
会

場
を
去
る
の
に
心
残
り
を
感
じ
た
こ
と
で
す
。 

次
ペ
ー
ジ
へ                                                                              
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★
射
水
組
仏
婦
連
盟
総
会
が
開
催
さ
れ
る 

 
大
会
に
先
立
ち
、
ト
ロ
ン
ト
に
二
泊
。
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
を
展
望
し
、

船
で
滝
壺
遊
覧
を
楽
し
み
ま
し
た
。
映
像
で
観
る
の
と
違
っ
て
、
轟
音

の
大
迫
力
と
突
然
に
襲
う
風
に
舞
う
滝
の
霧
雨
に
興
奮
。
大
会
後
、
バ

ン
フ
に
二
泊
し
、
世
界
遺
産
の
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ッ
キ
ー
の
観
光
に
行

き
、
世
界
一
美
し
い
と
言
わ
れ
る
レ
イ
ク
・
ル
イ
ー
ズ
の
湖
畔
を
散
策
、

車
窓
か
ら
見
る
岩
峰
の
数
々
と
周
囲
の
風
景
を
映
す
湖
に
歓
声
を
あ

げ
、
ク
ロ
ク
マ
が
タ
ン
ポ
ポ
の
根
を
食
べ
て
い
る
光
景
に
停
ま
っ
て
く

れ
る
バ
ス
に
感
激
等
々
・
・
・
数
え
上
げ
て
も
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

六
月
三
日
、
全
員
元
気
に
富
山
空
港
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
日
本
の

二
十
七
倍
と
い
う
広
大
な
国
土
の
カ
ナ
ダ
。
果
て
し
な
い
大
草
原
、
美

し
い
森
と
湖
の
大
地
、
恵
ま
れ
た
大
自
然
を
満
喫
し
つ
つ
、
大
切
に
自

然
を
守
る
カ
ナ

ダ
の
国
民
性
に

ふ
れ
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
も
、

大
会
テ
ー
マ
と

重
な
る
と
こ
ろ

が
あ
り
、
八
日

間
の
旅
行
は
意

義
深
い
も
の
で

し
た
。 

こ
の
大
会
に

参
加
で
き
ま
し

た
こ
と
、
各
方

面
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 

去
る
五
月
二
十
四
日(

日)

第
四
十
九
回
射
水
組
仏
教
婦

人
会
連
盟
並
び
に
尼
講
総
会
を
西
岡
孝
了
教
務
所
長 

石
野
順
子
教
区
委
員
長
、
岡
西
好
持
仏
婦
担
当
職
員
、
射

水
組
金
山
證
組
長
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
全
員
二
百
二
十
名

の
参
加
を
得
て
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
は
大
変
う
れ
し

く
あ
り
が
た
く
思
い
ま
し
た
。 

誓
光
寺
の
本
堂
に
響
く
行
事
鐘
の
音
が
二
百
二
十
名

の
参
加
者
の
心
を
一
つ
に
ま
と
め
る
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
厳
粛
な
中
、
真
宗
宗
歌
を
合
唱
し
、
献
灯
・
献
花
と

進
み
参
加
者
全
員
で
「
宗
祖
讃
仰
作
法(

音
楽
法
要)

」
の

お
つ
と
め
を
い
た
し
ま
し
た
。
満
堂
に
響
き
わ
た
る
「
南

無
阿
弥
陀
仏
」
の
念
仏
は
、
年
毎
に
声
量
も
豊
か
に
な
り
、

ご
縁
に
遇
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
喜
び
を
感
じ
る
一
瞬
で

も
あ
り
ま
す
。 

総
会
で
は
、
平
成
二
十
六
年
度
報
告
、
二
十
七
年
度
事

業
計
画
予
算
・
役
員
の
改
選
等
の
総
て
拍
手
を
も
っ
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。 

午
後
か
ら
は
、
組
内
住
職
様
方
の
参
勤
を
賜
り
厳
か
に

物
故
者
追
悼
法
要
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。
年
度
内
に
ご

逝
去
な
さ
い
ま
し
た
二
十
四
名
の
方
々
に
は
、
今
ま
で
仏

教
婦
人
会
を
お
育
て
お
導
き
く
だ
さ
い
ま
し
た
尊
い
愛

し
い
方
々
で
、
胸
を
篤
く
こ
み
上
げ
て
く
る
も
の
を
感
じ

た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
記
念
講
演
は
西
岡
孝
了
師
よ
り
「
つ
た
わ
る
」

と
「
つ
た
え
る
」
と
い
う
こ
と
〜
「
宗
務
の
基
本
方
針
」

の
具
体
化
に
向
け
て
〜 

と
題
し
て
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

「
つ
た
わ
る
」
は
こ
だ
ま
の
働
き
で
「
つ
た
え
る
」

こ
と
は 

私
が
行
動
を
起
こ
す
こ
と
と
聴
聞
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も 

仏
教
婦
人
と
し
て
私
の
歩
む
道
を
し

っ
か
り
と
わ
き
ま
え
て
、
み
教
え
に
な
に
を
問
い
聞
い

て
い
け
ば
良
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
語
り
あ

え
る
、
み
法
の
友
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
（
肥
田
智
子
前
射
水
組
委
員
長
） 

若
手
僧
侶
が
仏
教
講
座
を
主
催 

去
る
五
月
三
十
日
、
新
湊
組
青
年
僧
侶
会
・
声
明
会

（
石
丸
誓
史
会
長
）
が
釈
徹
宗
氏
（
相
愛
大
学
教
授
）

を
講
師
に
招
き
仏
教
講
座
を
開
催
し
、
会
場
の
高
周
波

文
化
ホ
ー
ル
に
は
約
三
百
名
の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。 

 

同
会
で
は
こ
れ
ま
で
も
年
に
一
度
、
仏
教
講
座
を
実

施
し
て
い
た
が
、
今
回
は
公
共
の
会
場
を
使
用
し
ポ
ス

タ
ー
千
枚
を
各
地
に
掲
示
す
る
な
ど
、
広
く
一
般
の

方
々
に
も
呼
び
掛
け
を
行
っ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
『
落

語
で
ブ
ッ
ダ
』へ
の
出
演
経
験
も
あ
る
ご
講
師
か
ら
は
、

「
落
語
の
な
か
の
浄
土
真
宗
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話

し
を
さ
れ
「
日
本
の
芸
能
の
多
く
が
宗
教
儀
礼
の
模
倣

に
ル
ー
ツ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
落
語
の
持
つ
高
い
文
化

性
と
宗
教
性
を
知
れ
ば
、
も
っ
と
仏
教
も
面
白
く
な
る

と
思
い
ま
す
」
な
ど
と
語
ら
れ
た
。 

 

※
富
山
教
区
と
の
全
体
写
真 
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○
非
戦
平
和
公
開
学
習
会
が
開
催 

五
月
二
十
七
日
、
西
本
願
寺
高
岡
会
館
に
お
い

て
今
年
度
第
一
回
目
の
非
戦
平
和
公
開
学
習
会
が

開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
内
田
正
敏
さ
ん
の
著
書
で

あ
る
『
靖
国
参
拝
の
何
が
問
題
か
』
の
第
一
章
を

中
心
に
学
習
会
を
行
っ
た
。
発
表
者
は
教
区
委
ヤ

ス
ク
ニ
問
題
専
門
委
員
で
あ
る
、
石
上
智
暁
さ
ん

（
糸
岡
組
萬
明
寺
）
と
瀧
山
志
穂
さ
ん
（
氷
見
西

組
願
正
寺
）
が
そ
れ
ぞ
れ
行
な
っ
た
。 

石
上
さ
ん
は
、
二
〇
一
三
年
に
靖
国
神
社
を
参

拝
し
た
安
部
首
相
に
つ
い
て
諸
外
国
の
反
応
や
そ

れ
に
対
す
る
首
相
の
答
弁
を
中
心
に
発
表
し
、
中

で
も
神
社
内
に
あ
る
鎮
霊
社
（
靖
国
神
社
本
殿
に

祀
ら
れ
て
い
な
い
方
々
の
御
霊
と
世
界
各
国
す
べ

て
の
戦
死
者
や
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
霊

が
祀
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、
本
殿
の
よ
う
に
顕
彰

す
る
場
所
で
は
な
く
誰
が
祀
ら
れ
て
い
る
か
わ
か

ら
ず
建
設
理
由
は
不
明
）
に
つ
い
て
、
安
倍
首
相

が
歴
代
総
理
で
初
め
て
参
拝
し
た
こ
と
に
対
し
て
、

「
こ
の
本
の
著
者
が
、
こ
の
事
実
を
『
姑
息
』
と

言
わ
れ
た
が
、
鎮
霊
社
自
体
の
成
り
立
ち
が
不
明

瞭
す
ぎ
る
か
ら
、
こ
こ
を
手
が
か
り
に
靖
国
自
体

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
」
と
述

べ
ら
れ
た
。 

ま
た
、
靖
国
神
社
は
「
国
内
問
題
」
な
の
で
は

な
い
か
と
言
わ
れ
、
合
祀
は
第
二
次
大
戦
ま
で
で
、

朝
鮮
戦
争
の
海
保
隊
員
は
戦
死
者
と
認
め
ら
れ
な

い
た
め
、
合
祀
も
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
例
に
挙

げ
、「
他
に
も
辻
褄
が
合
わ
な
い
こ
と
が
多
い
」

と
発
表
さ
れ
た
。 

続
い
て
、
瀧
山
さ
ん
は
、
こ
の
本
の
表
紙
に

書
い
て
あ
る
「
問
題
は
歴
史
認
識
！
中
国
・
韓

国
の
批
判
は
た
だ
の
言
い
が
か
り
な
の
か
？
批

判
さ
れ
て
い
る
の
は
追
悼
行
為
で
は
な
い
。
先

の
戦
争
は
正
し
か
っ
た
と
い
う
靖
国
の
歴
史
観

は
、
戦
後
の
平
和
秩
序
を
ご
破
算
に
す
る
！
」

と
い
う
帯
を
注
目
し
、
著
者
が
言
い
た
か
っ
た

の
は
、
靖
国
神
社
の
歴
史
問
題
が
言
い
た
か
っ

た
の
で
は
と
述
べ
ら
れ
た
。 

ま
た
、
自
身
の
法
務
の
折
に
門
徒
の
方
々
に

聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
話
を
中
心
に
述
べ
ら
れ

た
。
特
に
、
戦
争
を
経
験
さ
れ
た
方
が
、
次
の

世
代
に
こ
の
よ
う
な
つ
ら
い
思
い
を
さ
せ
た
く

な
い
と
い
う
思
い
や
、
富
山
大
空
襲
の
時
に
、

氷
見
で
も
空
襲
警
報
が
鳴
り

B
2

9

爆
撃
機
が

上
空
に
飛
ん
で
行
く
の
が
見
え
た
こ
と
か
ら
、

死
を
覚
悟
し
、
目
を
閉
じ
て
い
た
が
し
ば
ら
く

し
て
開
け
る
と
、
富
山
の
市
街
地
が
赤
く
燃
え

上
が
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
こ
と
を
話
さ
れ
た
。 

全
体
会
で
は
、
こ
の
発
表
を
受
け
て
様
々
な

意
見
交
換
が
さ
れ
、
第
一
回
目
は
終
了
し
た
。 

尚
、
第
二
回
は
六
月
二
十
三
日
午
後
七
時
か

ら
開
催
さ
れ
る
。
ま
た
第
三
回
目
は
、
七
月
七

日
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
、
石
川
県

に
あ
る
石
川
護
国
神
社
及
び
野
田
山
墓
地
を
見

学
す
る
予
定
。
（
※
別
紙
ち
ら
し
参
照
） 

 たすけあい運動募金 「ネパール地震災害義援金」ご協力のお願い 

2015(平成27)年 4月 25日にネパール連邦民主共和国を震源とするマグニチュード7.8の地震が発生し、首

都カトマンズを中心にインド等の周辺国においても甚大な被害をもたらしました。 ５月１５日にはネパール

内務省報道官が地震による死者8,460人・負傷者2万人以上になったことを発表。ネパール国内では混乱が続

き、復興支援ではなく未だに救援活動が必要な状態です。 

宗派においては、首都カトマンズに「ネパール開教事務所（ソナム・ワンディ・ブディア所長）」(カトマンズ

本願寺)を置き、活動の拠点としています。  

 高岡教区では災害対策専門委員会での協議に基づき、被災地の一日も早い復興を願い、宗門の「たすけあい

運動募金」における災害義援金に協力することとし、標記義援金の呼びかけをすることといたしました。  

つきましては、何とぞ趣旨をご理解いただき皆さまにご協力をお願いいたしたく、下記の通りお願い申しあ

げます。 

記 
１．名称     浄土真宗本願寺派 たすけあい運動募金「ネパール地震災害義援金」 
２．振込     同封の振込用紙をお使いください 
３．期間     ２０１５年４月２７日（月）から７月３１日（金）まで 
４．お問い合わせ  〒600-8501 京都府京都市下京区堀川通花屋町下ル  

浄土真宗本願寺派宗務所伝道本部 社会部災害対策担当 
TEL０７５－３７１－５１８１ 
FAX０７５－３６５－６１９９ 

以上 
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去
る
五
月
十
一
日
か
ら
十
二
日
に
か
け
て
、
磯
は
な
び
に
於
い
て
「
御
同
朋
の
社
会

を
め
ざ
す
運
動
」
教
区
員
会
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
教
区
委
員
・
専
門
委
員
・
組
長
・

組
主
幹
・
副
主
幹
ら
五
十
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

一
日
目
の
研
修
で
は
「
運
動
の
あ
り
方
を
考
え
る
―
三
ヵ
年
計
画
を
終
え
て
―
」
を

テ
ー
マ
に
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

伯
水
永
雄
さ
ん
（
教
区
副
委
員
長
）
の
問
題
提
起
で
は
、
「
現
在
の
実
践
運
動
は
基
幹

運
動
を
継
承
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
従
来
の
基
幹
運
動
の
理
念

と
は
『
本
願
を
究
極
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
生
き
ら
れ
た
親
鸞
聖
人
に
学
び
、
（
中
略
）
、

私
と
教
団
の
体
質
を
改
め
、
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
の
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
』
で
す
。
こ
れ
は
単
な
る
理
想
を
述
べ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
こ
れ
と
は
反
対
の
現
実
が
あ
る
と
い
う
現
状
認
識
に
基
づ
い
て
こ
の
文
言

が
作
ら
れ
ま
し
た
。
」
「
そ
れ
に
は
必
ず
し
も
本
願
を
究
極
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
こ
な

か
っ
た
教
団
の
現
実
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
一
九
四
五
年
ま
で
は
こ
の
社
会
を
生
き
抜

く
た
め
に
天
皇
制
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
生
き
て
き
た
と
い
う
事
実
が
あ
り
、
あ
る
い

は
日
常
生
活
の
中
で
在
家
仏
教
だ
か
ら
と
言
っ
て
世
俗
の
価
値
観
に
染
ま
り
迎
合
し
、

部
落
差
別
を
始
め
、
教
え
に
背
く
よ
う
な
こ
と
を
し
て
き
た
と
い
う
現
状
認
識
か
ら
出

発
し
て
こ
の
文
言
が
生
ま
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
」
「
伝
統
教
団
だ
か
ら
と
言
っ
て
今

ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
是
と
す
る
の
で
は
な
く
、
教
団
と
私
の
体
質
を
改
め
て
い
こ

う
、
『
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
の
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
み
』
と
い
う
文
言
は
教

団
の
実
態
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
か
ら
出
発
し
て
い
ま
す
」
と
述

べ
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
活
動
理
念
は
宗
門
法
規
や
教
団
か
ら
の
提
起
で
出
来
上
が
っ
た

の
で
は
な
く
、
現
場
で
の
運
動
が
先
に
あ
り
、
そ
の
運
動
を
教
団
化
し
て
い
く
と
い
う

取
り
組
み
の
中
で
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
運
動
が
進
み
、

教
団
化
し
て
い
こ
う
と
し
た
と
き
に
、
常
に
逆
行
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
戦
後
の
運
動

に
も
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
よ
う
に
運
動
も
紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
も
、
①

基
幹
運
動
の
理
念
は
、
親
鸞
聖
人
の
教
え
に
背
い
て
き
た
教
団
の
実
態
を
改
め
て
い
く

こ
と
（
真
宗
の
本
来
化
）
、
②
現
場
・
現
実
か
ら
学
び
、
出
発
す
る
こ
と
、
③
点
検
と
往

復
運
動
、
④
課
題
の
共
有
と
参
画
の
重
視
、
⑤
宗
務
機
関
主
導
か
ら
推
進
委
員
会
活

動
の
重
視
、
⑥
教
学
（
教
え
の
受
け
止
め
）
は
勧
学
等
の
専
門
家
の
専
権
事
項
で
は

な
く
、
一
人
一
人
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
の
六
点
が
三
十
年
間
の
運
動
の
中
で
確
認

さ
れ
て
き
た
こ
と
と
提
言
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
上
で
、
前
三
ヵ
年
計
画
を
終
え
て
提
出
さ
れ
た
こ
の
度
の
宗
門
の
実
践
運
動

新
計
画
骨
子
案
に
つ
い
て
は
、
総
合
テ
ー
マ
が
変
わ
り
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
例
の

提
示
が
無
く
な
り
、
何
で
も
好
き
に
や
っ
て
い
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
た
こ
と

が
大
き
な
変
更
点
で
あ
る
と
し
、
骨
子
案
に
対
す
る
各
組
か
ら
の
意
見
集
約
で
は
「
私

た
ち
の
先
人
は
そ
の
お
心
を
受
け
、
と
も
御
同
朋
・
御
同
行
と
互
い
に
敬
愛
し
、
み

教
え
を
広
め
伝
え
て
い
こ
う
と
さ
れ
ま
し
た
、
と
い
う
表
記
が
あ
る
が
、
部
落
寺
院

や
門
信
徒
を
排
除
し
て
き
た
現
実
を
認
識
し
、
そ
れ
を
克
服
し
て
い
こ
う
と
い
う
認

識
に
立
っ
て
い
た
の
が
基
幹
運
動
で
あ
り
、
そ
れ
を
互
い
に
敬
愛
し
て
き
た
、
と
い

う
認
識
に
立
つ
な
ら
、
そ
れ
は
基
幹
運
動
の
理
念
と
は
異
な
る
」
等
の
意
見
が
出
さ

れ
た
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
た
。 

ま
た
、「
宗
教
の
本
来
の
社
会
貢
献
と
は
何
な
の
か
、
歴
史
的
事
実
か
ら
学
ぶ
こ
と

も
重
要
で
す
。
教
団
に
は
負
の
歴
史
が
あ
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
現
状
と
今

後
を
考
え
て
い
く
こ
と
、
聖
人
の
教
え
が
何
を
も
た
ら
す
の
か
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現

場
の
中
で
問
い
尋
ね
て
い
く
事
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
」
「
私
た
ち
は
ど
ん
な
思
い

で
運
動
し
活
動
し
、
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。
そ
う
い
う
こ
と
を
お
互
い
が
ま
ず
確

認
し
あ
い
ま
し
ょ
う
と
い
う
の
が
、
運
動
計
画
や
理
念
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。
①
ど
ん
な
思
い
で
、
②
何
を
目
指
し
て
、
③
ど
う
し
て
い
く
の
か
の

三
点
が
、
私
た
ち
の
教
団
が
特
に
戦
後
の
運
動
の
中
で
重
視
し
て
き
た
こ
と
で
は
な

か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
」
と
提
起
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
れ
を
受
け
た
話
し
合
い
で
は
、
「
何
で
も
や
っ
て
く
だ
さ
い
で
は
、
何
を
し
て
い

い
か
分
か
ら
な
い
」
「
ど
の
よ
う
な
課
題
が
浮
上
し
、
ど
の
よ
う
な
成
果
し
か
上
げ
ら

れ
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
教
区
や
組
と
い
っ
た
現
場
と
の
往
復
運
動
が
な
い
ま
ま

に
策
定
さ
れ
た
た
め
、
具
体
性
や
現
実
味
の
な
い
内
容
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
」

「
親
鸞
聖
人
の
教
え
の
受
け
止
め
が
問
い
直
さ
れ
た
の
が
、
基
幹
運
動
の
始
ま
り
で

あ
っ
た
と
思
う
。
宗
勢
拡
大
の
た
め
戦
争
に
協
力
し
、
世
俗
権
力
に
迎
合
し
、
差
別

◇
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
の
コ
ー
ナ
ー 

『
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
』
教
区
委
員
会
委
員
研
修
会
報
告 
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を
世
の
習
い
と
し
て
肯
定
す
る
よ
う
な
浄
土
真
宗
な
ら
ば
世
に
広
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
、

そ
の
出
発
点
を
忘
れ
、
世
間
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
重
視
す
る
実
践
運
動
は
基
幹
運
動

の
理
念
と
は
全
く
異
な
る
」
「
基
幹
運
動
も
実
践
運
動
も
内
向
き
に
過
ぎ
る
の
で
は
な

い
か
、
宗
門
内
だ
け
で
な
く
時
勢
に
も
っ
と
目
を
向
け
る
べ
き
で
、
こ
の
混
迷
す
る
世

の
中
に
有
っ
て
何
が
世
の
苦
し
む
人
々
の
灯
と
な
る
か
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、

実
践
運
動
や
総
合
基
本
計
画
骨
子
案
に
対
す
る
批
判
が
目
立
つ
一
方
で
、
「
今
ま
で
の

縛
り
が
無
く
な
っ
て
や
り
や
す
く
な
っ
た
面
も
あ
る
の
で
は
」
「
今
ま
で
が
部
落
差
別

だ
け
に
特
化
し
過
ぎ
で
あ
っ
た
の
で
は
」
と
評
価
す
る
意
見
も
一
部
に
見
ら
れ
ま
し
た
。 

講
師
の
登
尾
唯
信
さ
ん
（
宮
崎
教
区
・
実
践
運
動
中
央
委
員
）
か
ら
の
助
言
で
は
、

「
現
在
の
運
動
は
現
場
と
の
往
復
運
動
が
な
く
、
従
来
と
は
異
質
な
運
動
で
あ
る
と
し
、

現
在
の
計
画
は
『
何
で
も
や
っ
て
く
だ
さ
い
で
は
、
何
を
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
』

と
い
う
意
見
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
動
機
の
必
然
性
が
見
え
て
こ
な
い
計
画
で
あ
る
」

と
し
た
。
ま
た
、
「
だ
か
ら
や
り
た
く
な
い
問
題
は
外
さ
れ
て
い
く
、
『
今
ま
で
の
縛
り

が
無
く
な
っ
て
や
り
や
す
く
な
っ
た
』
と
い
う
正
直
な
意
見
に
も
あ
る
よ
う
に
、
非
戦

平
和
、
差
別
や
ヤ
ス
ク
ニ
が
外
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
」
と
指
摘
。
「
特
に
顕
著

な
の
は
被
差
別
者
の
怒
り
の
声
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
出
し
に
く
く
な
っ
た
。

そ
う
い
う
声
に
向
か
い
合
っ
て
き
た
の
が
基
幹
運
動
。
だ
が
、
現
場
か
ら
で
は
な
く
、

教
団
か
ら
の
提
起
で
始
ま
っ
た
実
践
運
動
で
は
、
そ
れ
ら
の
声
が
反
映
さ
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
」
「
三
悪
道
の
現
実
か
ら
浄
土
が
建
立
さ
れ
た
よ
う
に
、
苦
悩
の
現
実

か
ら
出
発
す
る
、
そ
う
い
う
姿
勢
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。
そ
の
た
め
に
は
や
っ
ぱ
り

被
差
別
者
の
、
い
わ
ゆ
る
弱
者
の
視
点
に
立
つ
、
ど
こ
の
視
点
に
立
と
う
と
す
る
の
か
、

そ
こ
が
問
わ
れ
て
い
る
」
「
ど
の
視
点
に
立
つ
の
か
、
ど
の
立
場
に
立
つ
の
か
、
そ
れ
が

無
い
限
り
教
団
は
社
会
の
中
に
埋
没
し
て
い
っ
て
し
ま
う
」
と
、
宗
門
の
計
画
も
そ
れ

と
同
じ
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
実
際
に
現
実
の
社
会
問
題
に
対
し
て
何
一
つ
公
的
な
声

明
を
出
せ
な
い
の
が
実
情
だ
と
指
摘
さ
れ
た
上
で
「
私
た
ち
も
ま
た
過
去
の
歴
史
的
事

実
に
学
ぼ
う
と
し
な
い
な
ら
ば
、
か
つ
て
と
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
す
こ
と
と
な
る
。
だ

か
ら
こ
そ
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
形
で
言
い
続
け
な
い
と
い
け
な
い
し
、
こ
れ
ま
で
の
課
題

に
は
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
助
言
さ
れ
ま
し
た
。 

二
日
目
の
研
修
で
は
、
「
組
活
動
は
何
を
め
ざ
す
の
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
研
修
が
持

た
れ
、
島
高
志
さ
ん
（
新
湊
組
門
徒
推
進
員
）
と
飛
鳥
寛
静
さ
ん
（
若
神
組
主
幹
）
が

問
題
提
起
さ
れ
、
「
連
研
活
動
を
通
じ
て
組
活
動
に
お
い
て
僧
侶
と
門
徒
推
進
員
の

連
携
の
重
要
性
と
い
う
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
未
だ
僧
侶
や

教
化
団
体
と
の
連
携
に
は
課
題
が
残
る
」
「
諸
課
題
の
克
服
の
た
め
に
は
さ
ら
な
る

『
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
』
と
『
話
し
合
い
』
、
そ
の
た
め
に
教
化
団
体
同
士
の
連
携
の
構
築

が
重
要
」
（
島
さ
ん
）
「
日
常
の
法
務
の
繰
り
返
し
の
中
で
何
の
た
め
に
寺
院
活
動
し

て
い
る
の
か
が
見
失
わ
れ
て
い
き
、
組
活
動
も
同
じ
で
行
事
消
化
を
繰
り
返
す
中
で

組
活
動
の
目
的
も
見
失
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
「
今
ま
で
仏
法
に
出
会
っ
て

こ
な
か
っ
た
方
た
ち
が
仏
法
に
出
会
い
、
そ
の
こ
と
を
よ
ろ
こ
び
と
す
る
人
た
ち
を

育
て
て
い
く
た
め
に
あ
る
の
が
組
活
動
だ
と
思
う
。
し
か
し
僧
侶
が
法
務
に
追
わ
れ
、

連
研
を
始
め
と
す
る
活
動
を
面
倒
臭
が
る
と
い
う
傾
向
が
あ
る
の
が
一
番
の
問
題
点

で
は
な
い
か
」
（
飛
鳥
さ
ん
）
と
提
起
さ
れ
ま
し
た
。 

全
体
会
で
の
班
別
報
告
で
は
「
組
間
、
寺
院
間
に
温
度
差
が
あ
る
」
「
組
織
活
動
は

何
の
た
め
に
？
そ
の
こ
と
を
問
い
な
お
す
必
要
が
あ
る
。
」
「
組
と
い
う
の
は
行
政
単

位
で
あ
り
、
運
動
体
と
し
て
組
織
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
地
域
社
会
が
弱
体
化
し

て
い
く
中
で
、
組
と
い
う
区
切
り
で
は
な
く
有
志
で
の
取
り
組
み
も
良
い
の
で
は
な

い
か
」
「
寺
は
敷
居
が
高
い
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
門
信
徒
よ
り
も
僧
侶
側
の

意
識
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

講
師
の
ま
と
め
で
は
、
か
つ
て
は
組
活
動
が
活
性
化
す
れ
ば
寺
院
活
動
も
活
性
化

す
る
と
い
う
期
待
が
あ
っ
た
と
し
、
実
際
に
門
信
徒
と
僧
侶
と
の
溝
や
敷
居
を
埋
め

る
も
の
が
組
活
動
に
は
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。 

そ
の
例
と
し
て
組
活
動
で
連
研
が
行
わ
れ
て
き
た
事
を
挙
げ
ら
れ
、
「
様
々
な
課

題
は
山
積
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
中
で
僧
侶
と
門
信
徒
が
互
い
に
何
を
考
え
て
い

る
の
か
が
わ
か
っ
て
き
た
、
敷
居
を
作
り
出
し
て
い
る
互
い
の
意
識
差
を
克
服
し
て

い
っ
た
と
い
う
面
が
あ
る
」
と
し
た
。 

そ
の
上
で
「
お
寺
は
、
住
職
家
の
生
活
の
場
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ

の
現
状
に
埋
没
す
る
な
ら
組
活
動
も
寺
院
活
動
も
目
的
を
見
失
い
、
尻
す
ぼ
み
に
な

っ
て
い
く
」
と
述
べ
ら
れ
、
そ
の
克
服
の
た
め
に
も
僧
侶
と
門
信
徒
が
話
し
合
い
と

い
う
も
の
を
続
け
て
い
く
、
そ
の
場
を
設
け
る
努
力
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と

提
言
さ
れ
た
。 

【
高
岡
教
区
教
務
所
職
員 

岡
西 

好
持
】 



 

ラジオ放送～西本願寺の時間～ 

     『みほとけとともに』      
      北日本放送（ＫＮＢ）・７３８kHz. 
  ◎毎 週 土 曜 日（本 山 制 作）午前6:15～6:25 
□第２・４日曜日（富山・高岡制作）午前6:00～6:10 

◎６／13（土）：釋 徹宗 氏（相愛大学教授） 

「ご門徒さんの声を聞いて」 

□６／14（日）：古石 夏丸 氏（高岡教区・圓勝寺） 

◎６／20（土）：釋 徹宗 氏（相愛大学教授） 

「受け継ぐということ」 

◎６／27（土）：釋 徹宗 氏（相愛大学教授） 

「宗教を学ぶ「寺子屋」」 

□６／28（日）：林 要昭 氏（高岡教区・明覚寺） 

◎７／４（土）：釋 徹宗 氏（相愛大学教授） 

「未   定」 

◎７／11（土）：未   定 

□７／12（日）：未    定   （富山教区） 
 

☆お知らせ☆ 
『法輪せんべい』販売について 

お茶菓子やご法事・ご法座の折のお扱いにいかがでしょう

か。お申し込み先は下記のとおり。 

FAX.でのお申し込みも承ります。どうぞご利用下さい。  
一袋二枚入りで価格は次の通り 
※ 一袋二枚入りで価格は次の通り 

・特大箱（１７５袋）  ８，３００円 
・大 箱 （３６袋）  ２，３００円 
・１ 組 （１０袋）    ５００円 

お申込み先は・・・〒933－0003  高岡市能町１２９８ 
耳浦 康真（本誓寺） Tel.＆Fax.(0766)2３-9822 

【西本願寺高岡会館７月の常例法座】 

ご講師：石 崎 博 敍 師  

（ 大 阪 教 区 ・ 大 圓 寺 ） 

ご講題：『浄土真宗のすくいとあゆみ』 
※今年度から１４日が常例法座の日となりま

すのでお間違いのないようにお参りくださ

い。 

   ◇これからの日程（６/２０～７/２０）◇  

 ６月     

 

20 
22 
 
 
 
23 
 
 
24 
 
 
 
 
 
25 
 
26 
27 
 
30 

７月 
１ 
 
２ 
３ 
４ 
 
 
６ 
 
７ 
 
８ 
10 
 
14 
17 
19 

福光教堂降誕会 
減免審査委員会・常備会 
寺青４０周年実行委員会 
寺青声明サークル 
 
サンセリテビハーラ活動 
教区委常任委員会 
非戦・平和公開学習会 
長寿苑ビハーラ活動 
教区コーラス練習日 
教学研究室 
善進座公演 

（高岡文化ホール） 
 
講社連盟役員会 
寺院女性会連盟研修会 
富山仏教学会例会 
まことの保育研修会 
保育理事会 
財団評議員会 
 
雨晴苑ビハーラ活動 
龍谷教学会議例会 
富山解放連総会・研修会 
高寿会総会 
仏婦真宗入門講座 
臨時教区会 
 
少年連盟総会 
宗育巡回日程打合せ会 
非戦平和学習会現地学習会 
教区コーラス練習日 
寺青声明サークル 
臨時教区会 
 
常例法座 
会館永代経 
仏壮研修会 

 
 
 
 
 
 
 
 
第２連区少年連絡協議会 

（～２５・岐阜） 
 

 
 
 
 
 
Ｂ組長会打合せ会（福井） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
宗務懇話会（富山） 

 

     

 

編
集
後
記 

「
原
爆
は
、
戦
争
と
は
関
係
の
な
い
、
多
く
の
人
々
を
犠
牲

に
し
た
。
原
爆
投
下
は
、
戦
争
終
結
に
必
要
だ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
で
も
、
は
た
し
て
、
二
つ
も
原
爆
を
落
と
す
べ
き
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
？
」
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
に
関
わ
っ
た
唯
一
の

女
性
科
学
者
が
あ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
述
べ
た
言
葉
で
す
。 

確
か
に
、
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
見
れ
ば
、
戦
争
を
終
わ
ら
せ
る

た
め
に
は
“
原
爆
は
必
要
で
あ
っ
た
”
と
い
う
認
識
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
原
爆
投
下
に
よ
り
多
く
の
人
々
が

犠
牲
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
は
変
わ
る
こ
と
は
な
く
、
現
在
も

後
遺
症
に
苦
し
ん
で
い
る
方
々
も
お
ら
れ
ま
す
。 

七
十
年
が
経
ち
、
当
時
の
検
証
が
様
々
な
形
で
為
さ
れ
る
中
、

未
だ
世
界
の
至
る
所
で
紛
争
（
戦
争
）
は
な
く
な
ら
ず
、
新
た

な
犠
牲
を
生
み
出
し
て
い
る
状
況
で
あ
っ
て
も
、
ど
こ
か
で
他

人
事
に
な
っ
て
い
る
自
分
に
反
省
と
原
爆
に
つ
い
て
、
再
度
考

え
る
き
っ
か
け
与
え
て
く
れ
た
冒
頭
の
言
葉
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
担
当
） 


